
芸術の秋を楽しむ～第３５回生涯学習フェスティバル
　第 35回生涯学習フェスティバルが開催され、10月 26日（日）のピアノ発表会を皮切りに 29日（水）
には児童生徒発表会、そして 11月 3日（月・祝）には一般芸能発表会が行われました。ステージでは
日頃の練習の成果を披露する子ども達や地域の皆さんの姿に大きな拍手と声援が送られました。また、
アトリエでは書道やステンドグラス、写真など多彩な作品が並び、来場者はひとつひとつの力作に見入っ
ていました。
　会場内にはお茶席も設けられ、来場者は美味しいお茶と和菓子を味わいながら、ゆったりとした時間
を楽しんでいました。

Chec
k！
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「幌加内村消防団」の蒸気ポンプを撮影取材しました
　11月 19日（水）、江別市にある北海道消防学校を訪れ、本町の「幌
加内村消防団」で活躍していた蒸気ポンプの取材撮影を行いました。
　蒸気ポンプは、昭和 45年に幌加内町から北海道消防学校に寄贈
されました。そして現在では真
新しい校舎の一角に大切に展
示されており、往時の消防活動
を支えた貴重な歴史資料とし
て保存されています。かつて地
域の安全を守るために力強く
稼働していたこの蒸気ポンプ
に、あらためて
本町の消防の歴
史と先人の尽力
を感じる機会と
なりました。

Chec
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ヒグマフォーラム開催
　11月８日（土）、生涯学習センターあえる 97で、ヒグマの会・NPO法人シュマリナイ湖ワールドセ
ンター・幌加内町の共催により「ヒグマフォーラム」が開催されました。
　フォーラムでは、各機関（NPO法人シュマリナイ湖ワールドセンター、北海道大学雨龍研究林、マッ
ケンジーリバートラスト、北海道立総合研究機構、知床財団、幌加内町）よりヒグマが人里付近に出没
する要因や、野外における対応策などの講演をいただきました。
　ヒグマが問題個体化する背景に生ごみの廃棄や餌付け
など人里に近づくだけの誘引要因があることから、対策
の推進のためには、ヒグマを良く知り、誘引要因の排除
や餌付けをしないなど、各個人が責任ある行動をする必
要があるなどの意見がありました。
　本町においても、ヒグマの出没件数が増加傾向にある
ことから、町民の皆さまの安全を守るためにも、生ごみ
の管理などヒグマを寄せ付けない工夫に引き続きご協力
をお願いいたします。
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